
  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

吹奏楽部 
☆吹奏楽コンクール県大会 B編成 ８月４日 松本市 キッセイ文化ホール 
自由曲 海峡をわたる風 銅賞 

合唱部 

 

☆NHK 全国学校音楽コンクール東信ブロック大会 ７月 31 日 サントミューゼにて 
課題曲「chessboard」自由曲「海の不思議」金賞 県大会出場決定！ 

☆同 県大会 8 月 9日 塩尻市 レザンホールにて 奨励賞 

 
 

上田市立第六中学校 
学校だより Ｎｏ.５ 
令和５年８月３１日 

 

3 学年代表 女子 

夏休み中毎日水やりに通ってくれた園芸委員の皆さんの 
おかげで、サルビアとマリーゴールドが美しく咲いています。 

合唱部県大会 レザンホールにて記念撮影 

  数年前から金工室にあった煙突
を撤去していただきました。↓ 

2 学年代表 女子 始業式：１学年代表 女子  
賞状伝達 吹奏楽部・合唱部（県大会） 

各学年代表者の皆さんが２学期の抱負を発表してくれました。 

委員としてクラスへの呼びかけをもっと頑張りたい、毎日の挨拶を自分 

からすることを心がける、部活動を充実させたい、不撓不屈の精神で、

飛翔祭に向けて最後の合唱をクラスみんなで創り上げ、良い思い出を

つくりたい、テストの記述問題対策など、苦手克服に取り組みたい・・・な

ど、それぞれの皆さんが前向きな思いを述べてくれました。 



 

第六中学校校長：中野 裕顕 担当 富山 貴子（教頭）TEL 22-5013 ueda6@sk.ueda.ed.jp 

 

意見お願いします。 

 
 
長い、そして毎日暑い夏休みでしたが、久しぶりに皆さんの元気な顔を見られて、うれしく思います。４月６日（木）、

一学期の始業式で「３つの○○」という話をしましたが、覚えている人はいますか。覚えてくれていた人素晴らしい記憶
力です。覚えてくれていたことに感謝します。３つの C の話です。短く言うと、チャンスを生かしチャレンジしチェンジして
いきましょうという話です。 
 一学期は、学校生活、生徒会活動、部活動、学年行事、学校行事で皆さんが、チャンスを生かしチャレンジしチェンジ
していく姿を多く見させてもらいました。いよいよ二学期が始まります。一学期の一人一人の成果と課題を明らかにして、
さらに充実した中学校生活がおくれることを期待しています。 
 さて、充実した活動をしていくには、チャンスを生かしチャレンジしチェンジしていくことが必要です。そのためには、ま
ず夢や目標を持って、それに向けて努力を継続していくことが大事になりますよね。今日は「継続は力なり」ということ
について、お話をしたいと思います。 
 
昔、天下人の豊臣秀吉に御伽衆として仕えた曽呂利新左衛門(そろり しんざえもん)が、仕えていた秀吉から、褒美

をやろうと言われました。そこで新左衛門は「１日目は米一粒、２日目は米２粒、３日目は米４粒と、前の日の倍の分だ
け米粒を８１日間頂きたい」と答えました。大層なものを要求されると思った秀吉はあっけにとられ、喜んでその褒美を
与えました。さてここで問題。この通りにいくと、新左衛門は何粒の米をもらえるでしょうか。 
答えは…、なんと 2,417,851,639,229,258,349,412,351 粒になります。 

２秭（じょ）４１７８垓（がい）５１６３京（けい）９２２９兆２５８３億４９４１万２３５１粒。 
これは市販の１０キログラムのお米に換算しておよそ４８３京袋以上になります。 
ちなみに「京」とは「兆」のさらに上の単位で、1京＝10,000 兆になります。 
現在の全世界のコメの消費量は約５億トン、年間で市販の１０キログラムのお米に換算して５００億袋ですので、全世
界が１年間で消費するコメの量の１億倍のコメが必要になります。ものすごい数の量ですね。 
ちなみにこの話の結末は、膨大な量に仰天した秀吉が新左衛門に詫びを入れて別の褒美にしたということだそうです。 

 
さて、今度は、1日ごとにコメの量が増えていく様子について見ていきます。グラフにすると、こんな感じです。 
このグラフの特徴は、最初のうちはあまり変化が見られませんが、 

日数が多くなってくると、急激に高さが増えてくるのがわかります。 
はじめはあまり変化がないけれど、後半になって急に伸びてくるよう 
な曲線を「成長曲線」と呼ぶのだそうです。何事も目標に向けて 
努力していったときに、努力に比例して成果が出てくればいいなと 
私たちは考えます。 
 
グラフでいうとこのように、比例の直線のイメージです。 

しかし、現実は、努力し始めたときにすぐに成果が出ることは少なく、 
努力を継続して継続して、これでもかと繰り返し努力していくと、ある 
時からその成果がぐんとあらわれてくるということのようです。 
みなさんもどうでしょうか。これは勉強にも、部活動にも、様々な活動でも言えるのではないでしょうか。大事なことは、

まず夢や目標を持ち、それに向けて努力していくわけですが、少し努力しただけで成果を求めてはいけないということ。
うまくいかなくても、根気強く、時にはやり方を変えながら、努力を継続していくことで、ある時からぐんと伸びるところま
でいけるということだと思います。 
「継続は力なり」。みなさんは２学期、どんな目標を立てていますか?まだの人は考えてみましょう。そして、それを紙

などに書いて、いつも見えるところに張るなどして、意識を高めてみましょう。そして、その夢や目標に向けて、二日や三
日続けたぐらいで、自分は頑張ったと言いたくなりますが、すぐに諦めずに乗り越えて、成果を上げるためには、長く継
続した努力が必要だということを肝に銘じていきましょう。その中で、長く続けていくには、途中でリラックスする時間も
計画的にとりながらやっていくなど、自分なりの工夫も必要だと思います。また、一人だとくじけそうになる時には、大人
や仲間に相談したり、協力したりして、みんなでカを合わせて頑張っていけるとよいと思います。 

 
 
 
 
 

 

                    

        

0 10 20 30 40

倍々していった時のグラフ

mailto:ueda6@sk.ueda.ed.jp

